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６月25日●高山市少年の主張コンクールにおいて
最優秀賞を受賞した皆さん

［左上］ 岩
いわしま

島 加
か な

奈 さん（丹生川中）
［右上］ 田

た な か

中 颯
は や と

人 さん（清見中）
［左下］ 堀

ほ り お

尾 つな美
み

 さん（日枝中）
［右下］ 佐

さ み

美 亜
あ さ ひ

紗妃 さん（東山中）

題字：山王小学校６年生　中
な か

 野
の

  花
は

 成
な

 さん
山王小学校６年生の皆さんにご協力いただきました。

高山市議会
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5月臨時会の報告

高山市議会ぎかいだより第28号

◆
議
第
44
号

　

高
山
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

◆
議
第
45
号

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
の
施
行
に
伴
う

高
山
市
固
定
資
産
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
に
つ
い
て

◆
議
第
46
号

　

高
山
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◆
議
第
47
号

　

平
成
29
年
度
高
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◆
議
第
48
号

　

平
成
29
年
度
高
山
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
議
第
49
号

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
　

笠か
さ
は
ら原 

旦あ
き
ひ
こ彦 

さ
ん

◆
議
第
50
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
第
2
回
臨
時
会
を
5
月
11
日
に
開
催

し
、
市
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
高
山
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
な
ど
条

例
案
件
3
件
、
予
算
案
件
3
件
、
事
件
案
件
3
件
、

人
事
案
件
2
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
副
議
長
選
挙
の
ほ
か
各
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
広
報
広
聴
委
員
会
の
委
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｄ−Ⅰ
型
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
２
台
を
３
千
２
９
４

万
円
で
取
得
す
る
も
の
。

◆
議
第
51
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

高
規
格
救
急
車
１
台
及
び

救
命
処
置
用
資
器
材
を

３
千
44
万
７
千
60
円
で
取

得
す
る
も
の
。

◆
議
第
52
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
１
台

を
３
千
６
百
万
円
で
取
得

す
る
も
の
。

◆
議
第
53
号

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
（
議
選
）

　
　

溝
端 

甚
一
郎 

議
員

※
こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い

て
は
、全
員
一
致
で
承
認
・

決
定
・同
意
し
ま
し
た
。

◆
正
副
議
長
の
選
挙

　

本
会
議
の
休
憩
中
に
正

副
議
長
に
な
ろ
う
と
す
る

者
の
所
信
表
明
会
を
全
員

協
議
会
室
で
開
催
し
、
そ

の
後
、
議
場
に
お
い
て
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
挙

藤
江 

久
子 

議
員 

13
票

山
腰 

恵
一 

議
員 

２
票

溝
端 

甚
一
郎 

議
員 

１
票

無
効
票 

８
票

副
議
長
選
挙

中
筬 

博
之 

議
員 

21
票

無
効
票 

３
票

◆
そ
の
他

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
の

選
任

飛
驒
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員藤

江 

久
子 

議
員

松
葉 

晴
彦 

議
員

古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ
ー

利
用
組
合
議
会
議
員

中
筬 

博
之 
議
員

松
山 

篤
夫 
議
員

高
山
市
議
会
議
員

　

 

役
員
・
委
員
会
等
所
属
一
覧

議
　
　
長 

藤
江
久
子

副
議
長 

中
筬
博
之

監
査
委
員 

溝
端
甚
一
郎

総
務
環
境
委
員
会

委
員
長 

中
田
清
介

副
委
員
長 

渡
辺
甚
一

委
　
　
員 

谷
村
昭
次

 

西
田　

稔

 

北
村
征
男

 

岩
垣
和
彦

 

水
門
義
昭

 

牛
丸
尋
幸

福
祉
文
教
委
員
会

委
員
長 

松
山
篤
夫

副
委
員
長 

山
腰
恵
一

委
　
　
員 

榎　

隆
司

 

倉
田
博
之

 

上
嶋
希
代
子

 

車
戸
明
良

 

溝
端
甚
一
郎

 

藤
江
久
子

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長 

松
葉
晴
彦

副
委
員
長 

伊
東
寿
充

委
　
　
員 

沼
津
光
夫

 

中
筬
博
之

 

木
本
新
一

 

橋
本
正
彦

 

谷
澤
政
司

 

今
井
武
男

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長 

倉
田
博
之

副
委
員
長 

榎　

隆
司

委
　
　
員 

山
腰
恵
一

 

渡
辺
甚
一

 

水
門
義
昭

 

牛
丸
尋
幸

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長 

中
筬
博
之

副
委
員
長 

谷
村
昭
次

委
　
　
員 

伊
東
寿
充

 

榎　

隆
司

 

山
腰
恵
一

 

渡
辺
甚
一

 

車
戸
明
良

 

木
本
新
一

平
成
29
年 

5
月
臨
時
会
の
報
告
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副
議
長
に
な
ろ
う
と
す
る

者
の
所
信
表
明
会
を
全
員

協
議
会
室
で
開
催
し
、
そ

の
後
、
議
場
に
お
い
て
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
挙

藤
江 

久
子 

議
員 

13
票

山
腰 

恵
一 

議
員 

２
票

溝
端 

甚
一
郎 

議
員 

１
票

無
効
票 

８
票

副
議
長
選
挙

中
筬 

博
之 

議
員 

21
票

無
効
票 

３
票

◆
そ
の
他

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
の

選
任

飛
驒
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員藤

江 

久
子 

議
員

松
葉 

晴
彦 

議
員

古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ
ー

利
用
組
合
議
会
議
員

中
筬 

博
之 

議
員

松
山 

篤
夫 

議
員

　高山市議会では、市民にわかりやすく開かれた議会をめざして、
正副議長選挙の際は、正副議長になろうとする者が、議会運営に
ついて自らの考えを表明する所信表明会を行っております。
　今回は、議長選挙では藤江久子議員が、副議長選挙では、中筬
博之議員が所信表明を行いました。その様子は、ＣＡＴＶ中継やイ
ンターネット配信を行いました。

議長の抱負
　平成７年４月高山市議会議員選挙に初当選して以来、早いもので２２年の月
日が流れました。一度落選も経験し、今期で５期目を務めさせていただいていま
す。
　初当選した平成７年、女性議員は私一人きり、真っ赤なスーツに身を包み、初
めて一般質問をした日のことは今も脳裏から離れません。
　市町村合併を経て、１２４人の議員が３６人に、更に今では２４人になりました
が、女性議員は２人です。男女共同参画が叫ばれ続けましたが、当時と大きな変
化はありません。
　私の立候補の動機は「政策決定の場に、女性の声を！」でした。その間バリア
フリーの概念の導入や、高齢者福祉の推進、障がい児者のケアシステムの構築
など，主に福祉畑を開拓してきました。
　しかし、少子高齢化の波は怒涛のごとく押し寄せています。それは、子育てを
経験した者の声が２２年前と変わらず、政策決定の場に届いていないことを意
味します。
　このような中、第８４代議長を拝命しました。「市民の困りごとや夢や希望に
寄り添う議会」を目指したいと思います。また「女性限定の意見交換会を開催」
し、同じ価値観や困り事をもつ者が集まり深い意見交換をする中で、有効な少
子化対策を見出したいと思っています。この二つの事、実現のため努力いたしま
す。その節は、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

副議長の抱負
　市議会議員として１０年、まさか副議長に就任するとは考えてもいませんでし
たので、今、大きな緊張感に包まれています。
　議会改革の最終目標は市民の幸福であって、議会を活性化させることが市民
の利益につながらなくては意味がないと捉えています。
　型にはめて議員の活動を狭めるような改革でも、パフォーマンスや改革度ラン
キングにこだわる自己満足でもなく、機関としての議会が緊張感あるバランス感
覚を保ちつつ市長と対峙し、その接点のなかで全体最適を探ることこそ議会の
あるべき姿だと考えます。
　議員として与えられた４年の任期も折り返し地点、議会の評価や議員定数・
報酬など議会改革の積み残し課題についてもキチンと議論を尽くして、ある程度
の方向性を打ち出す必要があり、今年度は踏ん張りどころでもあります。
　未来志向で高山市議会初の女性議長である藤江議長を支え、時には意見し
ながら、全力で職責をまっとうしたいと考えています。
　皆さまのご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願いいたします。

所信表明会を実施

議長

藤
ふ じ

江
え

 久
ひ さ

子
こ

副議長

中
な か お さ

筬 博
ひ ろ ゆ き

之
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6月定例会の報告

高山市議会ぎかいだより第28号

　

報
第
４
号
か
ら
報
第
８

号
ま
で
の
報
告
案
件
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、上
程
さ
れ
た
議
第

54
号
か
ら
第
60
号
ま
で
の

議
案
を
質
疑
の
後
、各
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

（
各
議
案
に
つ
い
て
は
ｐ
６

参
照
）

　
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
Ｐ
７
～
Ｐ
11
参
照
）

平
成
29
年 

6
月
定
例
会
の
報
告

◆
議
第
54
号

高
山
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

行
政
改
革
の
推
進
に
向
け

組
織
体
制
を
見
直
す
た
め

の
改
正

●

行
政
改
革
大
綱
の
基
本

方
針
の
ひ
と
つ
で
あ
る
公

有
財
産
の
適
正
管
理
に
特

化
し
た
委
員
の
加
配

　

10
人
以
内
→
13
人
以
内

●

市
政
に
つ
い
て
優
れ
た
識

見
を
有
す
る
住
民
→
地

方
行
政
に
つ
い
て
優
れ
た

識
見
を
有
す
る
者

【
論
点
】

●

委
員
会
の
現
状
と
課
題

●

改
正
の
目
的

【
議
員
間
討
議
】

①
委
員
会
の
機
能
強
化
と

　
効
果

●

委
員
数
の
増
員
と
委
員

委
嘱
範
囲
の
改
正
だ
け
で

基
本
目
標
に
示
す
事
項
が

達
せ
ら
れ
る
の
か

●

市
民
意
見
の
聴
取
の
観
点

か
ら
現
在
の
市
民
委
員
に

も
改
正
の
方
向
性
を
伝
え

な
が
ら
の
検
討
が
加
え
ら

れ
な
か
っ
た
の
か

②
条
例
改
正
の
時
期

●

本
年
度
当
初
か
ら
の
改
正

で
な
く
、
任
期
途
中
で
の

改
正
の
必
要
性
が
あ
る
の

か
。

●

他
自
治
体
と
の
比
較
検

討
が
不
十
分
な
の
で
は

③「
市
政
」と「
地
方
行
政
」

　
の
表
現
の
意
図

●

「
地
方
行
政
に
つ
い
て

の
有
識
者
」
と
あ
る
が
、

「
地
方
行
政
」
が
意
図
す

る
も
の
と
市
の
行
政
改
革

推
進
と
の
関
係
性
が
不
明

確
で
は

【
附
帯
意
見
】

　

議
員
間
討
議
か
ら
特
に

３
項
目
の
附
帯
意
見
を
行

政
に
伝
え
ま
し
た
。

①
条
例
本
文
の
整
合
性
を

図
る
こ
と

②
委
員
の
構
成
を
検
討
す

る
こ
と

③
市
民
意
見
の
聴
取
を
図

る
こ
と

◆
議
第
55
号

高
山
市
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業

等
の
取
り
扱
い
に
準
じ
た

改
正

●

保
育
所
等
に
お
け
る
保
育

の
利
用
希
望
が
当
面
見
た

さ
れ
な
い
場
合
の
育
児
休

業
機
関
の
再
延
長
と
育
児

短
時
間
勤
務
の
延
長
を
一

定
の
範
囲
で
認
め
る
も
の

【
質
疑
】

市
職
員
に
比
べ
、
民
間

事
業
所
に
つ
い
て
は
十
分

な
適
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
ど
う
考
え
る
か

働
き
方
に
つ
い
て
、メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
や
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
等
を
通
じ
制
度
の
浸

透
に
努
め
た
い

◆
議
第
56
号

高
山
市
職
員
の
退
職
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法

の
改
正
に
伴
う
改
正

●

雇
用
保
険
法
の
改
正
に
伴

う
失
業
等
給
付
の
給
付
内

容
等
の
見
直
し

◆
議
第
57
号

高
山
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
う
改
正

●

保
険
料
軽
減
判
定
所
得

の
見
直
し

【
論
点
】

●

改
正
に
よ
る
影
響

対
象
世
帯
数
は
、５
割
軽
減

が
36
世
帯
増
え
２
千
世
帯

に
、
２
割
軽
減
が
59
世
帯
増

え
１
５
９
８
世
帯
と
な
る

保
険
料
の
影
響
額
は
、
全

体
で
約
２
２
０
万
円
減
額

と
な
る
と
予
測

◆
議
第
58
号

高
山
市
国
民
健
康
保
険

診
療
所
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

栃
尾
歯
科
診
療
所
を
設
置

す
る
た
め
の
改
正

【
論
点
】

●

直
営
と
し
た
経
緯

●

開
設
の
時
期

　

地
元
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
こ
の
地
域
の
歯
科
診
療

の
必
要
性
を
検
討
し
、
歯

科
医
師
会
の
協
力
を
い
た

だ
く
中
で
市
と
し
て
開
設
。

保
健
所
へ
の
届
出
や
機
器

納
入
を
進
め
、
保
険
医
療

機
関
の
指
定
を
８
月
１
日

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
進
め

た
い

　
平
成
29
年
6
月
定
例
会
が
6
月
1
日
か
ら
21
日

ま
で
の
21
日
間
開
催
さ
れ
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会

設
置
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
31
件
の
議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
案
件
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
意
見
書
」
を
可
決

し
ま
し
た
。

6
月
1
日  

本
会
議

6
月
15
日

総
務
環
境
委
員
会

6
月
16
日

福
祉
文
教
委
員
会

6
月
9
・
12
・
13
日

一
般
質
問
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6月定例会の報告

高山市議会ぎかいだより第28号

　本市は本年３月24日、世界平和の実現に寄与する意思を国内外に示し、世界の人 と々ともに争い

のない誰もが安心して暮らせる社会の実現を目指すため、「高山市平和都市宣言」を行った。その

中で、核兵器の廃絶の必要性も述べているところである。

　また、2016年12月23日の第71回国連総会において、核兵器を禁止・廃絶する条約の交渉を開始

する決議が113か国の賛成で採択され、交渉会議が本年３月から国連で始まった。このことは、本

市も加盟する平和首長会議が強く求めてきたことであり、唯一の被爆国である我が国には、核兵器

の廃絶に向けて、積極的な役割が求められている。

　よって、国においては、核兵器のない世界を

目指して、国際的なイニシアチブを発揮されるよ

う強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成29年６月21日 

高山市 議 会  　

核兵器禁止条約の実現に向けた
取り組みに関する意見書

議 員 発 議

◆
議
第
59
号

平
成
29
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

●

景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新

支
援
事
業
の
実
施

●

観
光
拠
点
形
成
重
点
支

援
事
業
の
実
施

●

農
業
用
施
設
災
害
対
策

事
業
補
助
金
の
増
額

●

繁
殖
牛
舎
等
建
設
支
援

事
業
補
助
金
の
増
額

●

地
方
創
生
推
進
交
付
金

事
業
等
の
採
択
に
伴
う

財
源
振
替

◆
議
第
60
号

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

保
険
料
軽
減
措
置
の
見
直

し
に
伴
う
広
域
連
合
納
付

金
の
増
額

　

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
の
後
、
採
決
を
行
い
、
す

べ
て
全
員
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

◆
議
第
61
号
〜
議
第
79
号

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

次
の
19
名
の
方
々
を
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

伊い

藤と
う

善よ
し

明あ
き 

さ
ん

岩い
わ

本も
と

洋よ
う

子こ 

さ
ん

加か

藤と
う

正ま
さ

雄お 

さ
ん

黒く
ろ

木き

甚じ

ん

う

え

も

ん

右
エ
門 

さ
ん

鴻こ
う
の

巣す

明あ
き

久ひ
さ 

さ
ん

小こ

坂さ
か

治は
る

重し
げ 

さ
ん

清し

水み
ず

直な
お

喜き 

さ
ん

下し
も

田だ

初は
つ

秋あ
き 
さ
ん

杉す
ぎ

本も
と

彰あ
き

信の
ぶ 
さ
ん

田た

口ぐ
ち

康こ
う

慈じ 

さ
ん

谷た
に

口ぐ
ち

忠た
だ

幸ゆ
き 

さ
ん

中な
か

田だ

一か
ず

彦ひ
こ 

さ
ん

洞ほ
ら

谷た
に

由よ
し

次つ
ぐ 

さ
ん

増ま
す　

田た　

勝ま
さ
る 

さ
ん

丸ま
る　

山や
ま　

斉ひ
と
し 

さ
ん

道み
ち　

上う
え　

修お
さ
む 

さ
ん

村む
ら

上か
み

真ま

ゆ

み

由
美 

さ
ん

森も
り　

山や
ま　

護ま
も
る 

さ
ん

山や
ま

下し
た

義よ
し

隆た
か 

さ
ん

◆
発
議
第
3
号

　

議
員
よ
り
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
関
す
る
意
見

書
」
が
提
案
さ
れ
、
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

6
月
21
日  

本
会
議

6
月
20
日

予
算
決
算
特
別
委
員
会

　６月定例会において、下記のとおりの意見書を全員一致で可決し、
内閣総理大臣をはじめ、衆議院議長、参議院議長等に提出しました。
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6月定例会の報告

高山市議会ぎかいだより第28号

谷
村
　
昭
次
○
○

伊
東
　
寿
充
○
○

議第28号
議第29号

牛
丸
　
尋
幸
●
●

今
井
　
武
男
○
○

谷
澤
　
政
司
○
○

藤
江
　
久
子
○
○

中
田
　
清
介
○
○

橋
本
　
正
彦
○
○

水
門
　
義
昭

溝
端
甚
一
郎
○
○

木
本
　
新
一
○
○

松
葉
　
晴
彦
○
○

車
戸
　
明
良
○
○

上
嶋
希
代
子
●
●

松
山
　
篤
夫
○
○

倉
田
　
博
之
○
○

中
筬
　
博
之
○
○

岩
垣
　
和
彦
○
○

北
村
　
征
男
○
○

渡
辺
　
甚
一
○
○

山
腰
　
恵
一
○
○

榎
　
　
隆
司
○
○

沼
津
　
光
夫
○
○

西
田
　
　
稔
○
○

谷
村
　
昭
次
○
○

伊
東
　
寿
充
○
○

議第31号
議第32号

議案番号 件　　名 付託委員会 議決結果

議第54号 高山市行政改革推進委員会設置条例の一部を改正する条例について 総務環境 原案可決

議第55号 高山市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 総務環境 原案可決

議第56号 高山市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例について 総務環境 原案可決

議第57号 高山市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 福祉文教 原案可決

議第58号 高山市国民健康保険診療所の設置に関する条例の一部を改正する条例について 福祉文教 原案可決

議第59号 平成29年度高山市一般会計補正予算（第2号） 予算決算特別 原案可決

議第60号 平成29年度高山市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 予算決算特別 原案可決

議第61号～79号 高山市農業委員会委員の任命について ― 同意

6月定例会　上程議案一覧

6月定例会　議案賛否一覧

6月定例会に上程された議案及び議決結果は次のとおりです。

6月定例会の提出議案における各議員の賛否は次のとおりです。提出議案は、いずれも全員一致で可決しました。

※「○」は賛成、「●」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席。藤江議長は採決に加わりません。

市長提出議案

報告

議員提出議案

議案番号 件　　名 上程日 議決結果

報第4号 損害賠償の額の決定の専決処分について 初日 報告終了

報第5号 継続費繰越計算書（一般会計）について 初日 報告終了

報第6号 継続費繰越計算書（下水道事業特別会計）について 初日 報告終了

報第7号 繰越明許費繰越計算書（一般会計）について 初日 報告終了

報第8号 事故繰越し繰越計算書（一般会計）について 初日 報告終了

議案番号 件　　名 上程日 議決結果

発議第3号 核兵器禁止条約の実現に向けた取り組みに関する意見書 最終日 原案可決

牛
丸
　
尋
幸

○

○

○

今
井
　
武
男

○

○

○

谷
澤
　
政
司

○

○

○

藤
江
　
久
子

中
田
　
清
介

○

○

○

橋
本
　
正
彦

○

○

○

水
門
　
義
昭

○

○

○

溝
端
甚
一
郎

○

○

○

木
本
　
新
一

○

○

○

松
葉
　
晴
彦

○

○

○

車
戸
　
明
良

○

○

○

上
嶋
希
代
子

○

○

○

松
山
　
篤
夫

○

○

○

倉
田
　
博
之

○

○

○

中
筬
　
博
之

○

○

○

岩
垣
　
和
彦

○

○

○

北
村
　
征
男

○

○

○

渡
辺
　
甚
一

○

○

○

山
腰
　
恵
一

○

○

○

榎
　
　
隆
司

○

○

○

沼
津
　
光
夫

○

○

○

西
田
　
　
稔

○

○

○

谷
村
　
昭
次

○

○

○

伊
東
　
寿
充

○

○

○

議第54～60号

議第61～79号

発議第3号

　平成29年5月1日に発行しました「高山市議会ぎかいだより第27号」
の記載内容について誤りがございました。8ページの3月定例会議案賛
否一覧のうち、上嶋希代子議員並びに牛丸尋幸議員の反対議案の議案
番号の誤記がありました。謹んでお詫び申し上げ、訂正いたします。
　下記の議案賛否一覧をご確認ください。

「高山市議会ぎかいだより第27号」
誤記につきましての
お詫びと訂正

【誤】

【誤】

【正】

議第31号　平成29年度高山市一般会計予算
議第32号　平成29年度高山市国民健康保険事業特別会計予算
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6月定例会報告　　一般質問

高山市議会ぎかいだより第28号

國島市長に問う！！
一 般 質 問

市
の
行
政
機
関
は
、
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の

フ
レ
ー
ズ
に
と
ど
ま
る
事

無
く
、
各
地
域
を
評
価
し
、

強
み
と
弱
み
を
補
強
す
べ

き
か
を
特
に
定
め
、
縮
み

な
が
ら
も
活
力
を
維
持
す

る
か
を
あ
ら
た
め
て
示
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
雇

用
吸
収
力
を
除
け
ば
①
防

災
力
、
②
福
祉
力
、
③
資

産
形
成
力
、
④
交
通
需
要

対
応
力
で
の
地
域
評
価
の

視
点
と
考
え
る
。
特
に
資

産
形
成
力
で
の
土
地
・
建

物
等
の
資
産
価
値
が
適
性

に
創
り
だ
さ
れ
る
取
組
み

が
「
負
動
産
・
マ
イ
ナ
ス

価
値
な
不
動
産
」
に
な
ら

な
い
取
組
み
は
重
要
で
あ

り
、
信
託
制
度
へ
の
対
応

も
視
野
に
将
来
展
望
の
検

討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

『
地
域
の
力
・
地
域
力
』

の
指
標
と
減
退
対
策
は

義
務
教
育
の
機
会
確
保

の
在
り
方
・
見
直
し
は

谷村 昭次 議員

地
域
力
に
は
⑤
文
化
力

も
指
標
で
あ
る
。
不
動
産

資
産
の
信
託
化
で
の
価
値

創
造
と
流
動
化
に
つ
い
て

今
後
、
方
向
性
の
一
つ
と

し
て
考
え
る
。

年
間
30
日
以
上
欠
席
を

す
る
児
童
生
徒
へ
の
教
科

教
育
で
の
確
か
な
学
力
を

身
に
つ
け
る
機
会
へ
の
新

た
な
在
り
方
と
見
直
し
に

よ
る
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

不
登
校
に
該
当
し
な
い
状

態
で
の
「
出
席
扱
い
」
に
と

ど
ま
ら
な
い
学
習
機
会
を

登
校
の
み
に
限
ら
ず
検
討

し
、
確
か
な
機
会
を
広
い

市
域
の
教
育
環
境
に
熟
慮

し
、
再
検
討
す
べ
き
。

個
々
の
児
童
生
徒
に
向

き
合
い
、
不
登
校
数
の
減
少

に
取
組
ん
で
い
る
最
中
。

6月9日、12日、13日の3日間、13人の議員が市政全般について質問しました。

6月9日㈮
議員名 掲載ページ

1 谷　村　昭　次 7

2 倉　田　博　之 8

3 車　戸　明　良 8

4 山　腰　恵　一 8

5 谷　澤　政　司 9

6 岩　垣　和　彦 9

6月12日㈪
議員名 掲載ページ

1 松　山　篤　夫 9

2 西　田　　　稔 10

3 上　嶋　希代子 10

4 牛　丸　尋　幸 10

5 沼　津　光　夫 11

6月13日㈫
議員名 掲載ページ

1 榎　　　隆　司 11

2 今　井　武　男 11

※本会議などの様子は、市議会のホームページ・ヒットネットTVでご覧いただけます。
（インターネットでは、当日の生中継のほか録画配信により、いつでも閲覧することができます。）

http://www.city.takayama.lg.jp/gikai/1002453/1004843/index.html

●
教
科
教
育
の
機
会
を

●
地
域
力
指
標
と
信
託
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6月定例会報告　　一般質問

高山市議会ぎかいだより第28号

こ
こ
ろ
や
気
持
ち
の
疾

患
に
よ
る
入
通
院
が
急
増

し
て
い
る
。「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
」
の
取
り
組
み
は
。

保
健
所
（
県
）
が
中

心
。
市
も
啓
発
や
相
談
事

業
な
ど
行
っ
て
い
る
。

県
が
中
心
と
し
て
も

対
象
は
市
民
。
市
は
積
極

的
に
様
々
な
主
体
の
施
策

連
携
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
べ
き
。
平
成
24
年
ま

で
、
市
の
自
殺
率
は
全
国

的
に
非
常
に
高
い
。
そ
の

後
の
状
況
と
分
析
は
。

依
然
か
な
り
高
い
。
地

域
性
や
特
徴
・
傾
向
等
分
析

し
、
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

改
正
自
殺
対
策
基
本
法

に
「
市
町
村
自
殺
対
策
行

動
計
画
」
の
策
定
義
務
が

明
記
さ
れ
た
。

国
等
か
ら
の
通
知
等
を

踏
ま
え
取
り
組
む
。

将
来
の
豊
か
な
暮
ら
し

の
た
め
に
、生
物
多
様
性

を
保
全
し
て
い
く
取
り
組

み
は
。自

然
環
境
学
習
や
い
の

ち
の
森
な
ど
の
保
全
事
業

や
外
来
植
物
の
防
除
な
ど

を
実
施
す
る
。

自
殺
予
防
対
策

生
物
多
様
性
に
つ
い
て

新
教
育
長
の
高
山
市
の

学
校
教
育
に
関
す
る

考
え
は

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
と
そ
の
環
境
整
備

「
１
」と
い
う
数
字
の
重

み
を
実
感
し
、強
い
意

志
で
自
殺
対
策
を
‼

倉田 博之 議員

新
教
育
長
の
教
育
へ
の

信
条
、
大
切
に
し
て
み
え
る

も
の
は
。

教
育
と
は
、「
生
き
る

希
望
を
与
え
る
こ
と
」
と
、

信
じ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
一
歩
踏
み
出
そ
う
、
も
う

一
回
や
っ
て
み
よ
う
と
勇
気

づ
け
る
も
の
と
考
え
る
。

教
育
長
が
思
う
解
決
す

べ
き
高
山
市
の
教
育
課
題
は
。

小
３
、４
か
ら
英
語
教

育
が
始
ま
る
な
ど
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
準
備
と
特

別
支
援
教
育
の
充
実
。

今
年
度
か
ら
小
3
、
4

年
は
各
学
校
に
任
せ
、
年

に
10
〜
35
時
間
程
度
の
英

語
授
業
を
実
施
す
る
と
し

て
い
る
が
、
学
校
格
差
が

生
じ
な
い
か
。

英
語
教
育
総
合
カ
リ 新

教
育
長
の

　
　

 

教
育
方
針
は

車戸 明良 議員

キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支

援
を
得
な
が
ら
、
実
態
把

握
し
同
じ
質
の
授
業
を
実

施
す
る
。

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
（
夏

休
み
の
一
部
を
春
や
秋
の

平
日
に
振
り
替
え
分
散
す

る
）
の
導
入
の
考
え
は
。

大
人
が
子
ど
も
に
向
き

合
う
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
や
、
大
人
の
教
育
の
価
値

観
を
変
え
て
い
く
よ
い
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
。
数
々
の
影
響

も
考
え
ら
れ
国
の
動
向
を

つ
か
み
、
子
ど
も
の
幸
せ
に

軸
足
を
お
い
て
判
断
す
る
。

大
規
模
災
害
時
の
初
動

体
制
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
ど
う
考
え
る
か
。

災
害
時
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
り
観
光
関
連
事
業

者
が
避
難
誘
導
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
。

民
間
事
業
者
（
企
業
・

旅
館
・
ホ
テ
ル
等
）
を
一

時
滞
在
施
設
と
し
て
協
力

を
得
て
安
全
確
保
す
る
考

え
は
。災

害
時
応
援
協
定
を

結
ぶ
３
か
所
の
ホ
テ
ル
を

避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
。

観
光
客
は
増
加
傾
向
に
あ

り
民
間
事
業
者
の
受
入
れ

体
制
の
拡
充
を
図
る
。

大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
交
通
網
が
機

能
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
民
間
事
業
者
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
。

障
が
い
者
へ
配
慮
す

る
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。研

究
す
る
。

森
林
認
証
制
度
に
よ
り

認
証
さ
れ
た
森
林
の
現
状

は
。民

間
事
業
者
が
荘
川
地

域
に
６
９
６
ｈ
ａ
の
森
林
の

認
証
を
取
得
し
て
い
る
。

認
証
制
度
の
積
極
的
な

普
及
の
方
向
性
は
。

木
材
の
付
加
価
値
や
事

業
体
の
評
価
が
上
が
る
こ

と
か
ら
、
啓
発
を
図
る
。

災
害
時
に
お
け
る
旅
行

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー

に
つ
い
て

持
続
可
能
な
森
林
管
理

と
活
用
に
つ
い
て

旅
行
者
へ
の
実
効
性

あ
る
災
害
時
の
対
応
を

山腰 恵一 議員

行
政
機
関
や
民
間
事
業

者
と
の
応
援
協
定
を
締
結

し
、
今
後
も
拡
充
と
協
定

の
実
効
性
を
高
め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
目
的
の
旅
行

ニ
ー
ズ
は
国
内
外
と
も
に

高
い
。
市
の
見
解
は
。

誘
客
の
観
点
か
ら
大
変

有
益
で
、
将
来
的
に
も
重

要
な
手
段
と
考
え
る
。

大
会
な
ど
の
誘
致
に
は

施
設
環
境
が
不
可
欠
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
開

催
や
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
施

設
配
置
な
ど
、
整
備
計
画

策
定
の
た
め
の
基
礎
調
査

を
、
今
年
度
行
う
。

ア
リ
ー
ナ
は
、
観
客
を

も
て
な
す
視
点
が
今
や
全

国
基
準
で
あ
る
。
高
山
の
現

行
施
設
は
不
十
分
で
は
。

今
後
、検
討
す
る
。

市
域
の
ゴ
ル
フ
場
ス

キ
ー
場
が
経
営
的
に
苦

戦
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の

力
で
誘
客
増
の
意
欲
は
。

積
極
的
に
展
開
す
る
。
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国
道
1
5
6
号
で
今
年

2
月
雪
崩
が
発
生
し
長
期

通
行
止
め
と
岩
瀬
ト
ン
ネ

ル
と
岩
瀬
橋
は
幅
員
が
狭

く
老
朽
化
で
安
全
対
策
が

必
要
。
要
望
状
況
は
。

歴
史
的
な
高
山
別
院
を

含
む
寺
内
景
観
地
区
の
格

上
げ
に
、
国
の
選
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
。

文
化
庁
や
専
門
家
と
相

談
し
て
、
国
の
伝
建
地
区
の

拡
大
に
取
り
組
む
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
普
及
に

市
の
取
り
組
み
と
、
取
り

付
け
て
来
高
さ
れ
る
観
光

客
に
対
し
、
国
際
観
光
都

市
と
し
て
お
も
て
な
し
の

心
を
高
め
て
援
助
・
配
慮

で
き
る
よ
う
市
民
に
周
知

す
る
取
り
組
み
は
。

配
布
開
始
は
今
年
８
月

１
日
か
ら
で
あ
る
。
ポ
ス

タ
ー
掲
示
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
意
味
を
市
民
に
伝
え
、
や

さ
し
い
お
も
て
な
し
の
意
識

向
上
に
努
め
て
い
く
。

荘
川
町
の
経
済
活
性
化

第
三
弾
の
国
伝
建
地
区

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
導
入
で

障
が
い
者
に
援
助
・
配

慮
を

谷澤 政司 議員

引
き
続
き
白
川
村
と
連

携
し
て
県
へ
要
望
す
る
。

荘
川
町
の
自
然
や
歴
史

を
生
か
し
、
白
山
ユ
ネ
ス

コ
と
天
然
記
念
物
の
荘
川

桜
の
課
題
に
取
り
組
む
経

済
対
策
を
。

今
年
は
白
山
が
開
山

１
３
０
０
年
で
あ
り
県
が

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し

て
お
り
、
市
全
域
で
普
及

啓
発
す
る
。
荘
川
桜
は
老

木
で
あ
り
、
生
育
環
境
の

改
善
に
専
門
家
か
ら
意
見

を
聞
き
地
元
と
連
携
し
保

全
管
理
に
努
め
、
経
済
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

「
忖そ

ん
た
く度
」
は
「
相
手
の
心

中
を
推
察
す
る
」
と
解
さ

れ
る
。
自
身
も
「
便
宜
を

諮
り
利
益
供
与
に
繋
が
ら

な
い
」
限
り
「
忖
度
」
を
否

定
す
る
考
え
は
な
い
。
権

力
を
持
つ
側
に
対
し
「
忖

度
」
が
働
く
の
は
当
然
の

成
り
行
き
で
も
あ
る
。
し

か
し
憲
法
に
お
い
て
「
す

べ
て
の
公
務
員
は
全
体
の

奉
仕
者
で
あ
っ
て
一
部
の

奉
仕
者
で
は
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
公
務
員
は
主
権
者
た
る

国
民
の
使
用
人
と
し
て
国

民
に
奉
仕
（
公
僕
）
す
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
公

務
員
は
国
民
全
体
の
利
益

の
た
め
に
奉
仕
す
べ
き
で

一
部
の
一
党
派
や
一
部
の

社
会
勢
力
の
た
め
に
奉
仕

し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と

を
意
味
す
る
。
ま
た
公
務

員
が
「
全
体
の
奉
仕
者
」

で
あ
る
こ
と
と
明
記
さ
れ 市

長
は
「
全
体
の
奉
仕

者
」と
し
て
公
平
・
中
立
・

平
等
を
ど
う
確
保
す
る
か

岩垣 和彦 議員

て
い
る
。
市
長
に
お
い
て

は
「
特
別
職
」
と
し
て
の

忖
度
へ
の
考
え
と
「
全
体

の
奉
仕
者
」
と
し
て
公
平

性
・
中
立
性
・
平
等
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

「
市
民
が
主
役
」
の
行

政
運
営
を
進
め
て
お
り
市

民
・
団
体
の
意
見
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
と
同
時
に

「
声
な
き
声
」
を
忖
度
し
反

映
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
。
公

務
員
の
立
場
は
全
体
の
奉

仕
者
で
あ
る
以
上
、
一
部
の

個
人
や
特
定
団
体
の
私
利

私
欲
に
対
し
て
言
及
出
来

な
い
。
但
し
特
定
団
体
か

ら
の
意
見
を
基
に
事
業
実

施
す
る
時
で
も
透
明
性
を

確
保
し
説
明
責
任
を
果
た

す
。
そ
れ
が
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
市
政
運
営
に
結

び
付
く
。
よ
っ
て
情
報
公
開

の
徹
底
や
情
報
発
信
に
努

め
な
が
ら
公
平
公
正
な
市

政
運
営
に
取
り
組
む
。

観
光
政
策
に
つ
い
て

指
定
目
指
そ
う
！

「
廣
瀬
城
跡
」を
国
の

文
化
財
に

松山 篤夫 議員

廣
瀬
城
跡
の
「
畝う

ね
じ
ょ
う状
空か

ら

掘ほ
り
ぐ
ん群
」
の
保
存
状
態
は
全

国
で
も
有
数
の
状
態
で
あ

り
、
貴
重
な
観
光
資
源
で

も
あ
る
。
県
史
跡
広
瀬
城

跡
の
国
指
定
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
は
。

国
、
県
か
ら
も
そ
の
史

跡
と
し
て
の
価
値
に
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
調

査
成
果
を
も
と
に
専
門
家

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

国
指
定
を
目
指
す
。
広
く

市
民
の
皆
様
に
そ
の
歴
史

的
価
値
を
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
取
り
組
む
。

地
域
活
性
化
策
と
し
て

国
は
農
泊
や
古
民
家
改
修

を
支
援
し
、
再
生
・
活
用
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。
市

の
対
応
策
は
。

活
用
で
き
る
支
援
策
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
利
用

す
る
。

市
の
晩
婚
化
・
生
涯
未

婚
率
の
現
状
は
。

生
涯
未
婚
率
は
２
０
１

５
年
度
の
国
勢
調
査
で
、

男
性
は
19
・
０
％
。
女
性
は

９
・
75
％
。
一
方
結
婚
支
援

事
業
も
拡
充
さ
せ
た
い
。

初
婚
年
齢
は
15
年
度
は
男

性
30
・
７
歳
、
女
性
28
・
５

歳
だ
っ
た
。

「
マ
マ
フ
ァ
ー
ス
ト
運

動
」
推
進
の
　
考
え
は

子
育
て
に
や
さ
し
い
社

会
の
実
現
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

「
ハ
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と
い

う
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
親

の
介
護
な
ど
の
相
談
体
制

の
確
立
の
考
え
は
。

相
談
さ
れ
る
方
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。 晩

婚
化
・
未
婚
化
対
策

に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
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山
口
町
地
内
の
県
道
岩

井
高
山
停
車
場
線
と
国
道

3
6
1
号
と
の
交
差
点
に

お
い
て
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
地
元
か
ら
信
号
機

設
置
を
要
望
さ
れ
て
い
る

が
状
況
は
。

信
号
機
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
道
路
管
理
者
で
あ

る
高
山
土
木
事
務
所
や
、

高
山
警
察
署
の
公
安
委
員

会
に
対
し
、
要
望
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
。

信
号
機
設
置
が
困
難
で

あ
る
な
ら
他
の
安
全
対
策

が
実
施
で
き
な
い
か
。

今
年
度
、
交
差
点
内
の

区
画
線
を
引
き
直
す
こ
と

に
よ
り
ど
ち
ら
の
道
路
が

優
先
道
路
で
あ
る
か
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
事
故

防
止
を
図
る
予
定
と
の
こ

と
で
あ
る
。

熱
中
症
予
防
対
策
と
し

て
（
公
財
）
日
本
体
育
協

会
か
ら
温
度
指
標
が
示
さ

れ
て
い
る
。
市
の
教
育
現

場
で
の
対
応
状
況
は
。

体
育
館
に
W
B
G
T
湿

温
測
定
器
も
し
く
は
通
常

の
温
度
計
を
常
設
し
て
い

る
小
中
学
校
は
、
21
校
で
、

残
り
の
10
校
に
つ
い
て
は

体
育
館
に
は
常
設
し
て
お

ら
ず
、
通
常
の
温
度
計
を

持
ち
運
ん
で
い
る
。
熱
中

症
予
防
を
徹
底
す
る
た
め

に
、
W
B
G
T
測
定
器
も

し
く
は
通
常
の
温
度
計
を

設
置
す
る
。

危
険
交
差
点
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

危
険
交
差
点
の

安
全
対
策
を
早
急
に
！

西田 稔 議員

小
中
学
校
屋
内
運
動

場
の
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て

江名子小学校体育館に
設置された温度計

今
後
の
医
療
費
を
削

減
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い

で
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
な
る
2
0
2
5

年
ま
で
の
国
の
計
画
を
地

方
に
迫
っ
て
来
た
の
が
地

域
医
療
構
想
で
あ
る
。
病

床
ベ
ッ
ド
数
を
2
0
1
3

年
度
時
比
で
15
万
6
千
床

も
減
ら
す
計
画
を
示
し
て

い
る
。
県
も
必
要
病
床
数

を
削
減
す
る
方
針
を
示
し

た
。
市
は
、
こ
れ
に
ど
う

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。地

域
医
療
構
想
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

そ
れ
に
適
し
た
体
制
を
構

築
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
本
来
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
医
療
体
制
を
目
指

し
て
、
市
民
の
安
心
の
確

地
域
医
療
構
想
計
画
の

中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
一

つ
に
高
山
厚
生
病
院
で
実

施
さ
れ
て
い
る
介
護
療
養

病
床
が
あ
る
。
国
は
「
介

護
医
療
院
」
と
言
う
名
称

に
し
て
6
年
の
延
長
を

と
り
あ
え
ず
決
め
た
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
廃
止
・
変
更

を
迫
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
療
養
病
床
を
続

け
る
に
当
た
っ
て
市
の
考

え
は
。高

山
厚
生
病
院
存
続

で
は
地
元
も
含
め
て
何
回

も
、
要
望
を
受
け
て
い
る
。

市
と
し
て
国
会
議
員
の

方
々
に
要
望
し
て
い
る
。
大

き
な
政
治
的
な
流
れ
の
中

で
決
ま
っ
て
行
く
こ
と
な
の

で
、
今
後
と
も
要
望
を
届

け
る
努
力
を
し
て
い
く
。

県
の
構
想
に
対
し
て
市

の
対
応
は
？

介
護
療
養
病
床
の
存
続

の
取
り
組
み
は

『
地
域
医
療
構
想
』

に
つ
い
て

上嶋希代子 議員

市
が
事
業
所
に
送
付
し

た
、
従
業
員
の
市
民
税
額

を
知
ら
せ
る
特
別
徴
収
税

額
通
知
書
に
、
今
回
従
業

員
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
が
記
入
さ
れ
て
送
付

さ
れ
た
。
送
付
し
た
事
業

所
数
と
、
個
人
番
号
を
記

載
し
た
従
業
員
数
は
。

通
知
書
を
送
付
し
た
市

内
事
業
所
は
約
２,
９
０
０

件
。
そ
こ
に
働
い
て
い
る

従
業
員
の
方
は
約
３
１,

０
０
０
人
で
あ
る
。

日
本
弁
護
士
連
合
会

は
、
通
知
書
に
個
人
番
号

を
記
載
し
な
い
よ
う
意
見

書
を
出
し
て
い
る
。
内
容

は
全
て
の
事
業
所
が
、
個

人
番
号
の
安
全
管
理
処
置

を
十
分
講
じ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
こ
と
、
ま
た
、
従

業
員
が
個
人
番
号
の
漏
え

い
や
不
正
利
用
の
リ
ス
ク

に
さ
ら
さ
れ
た
く
な
い
と

い
う
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ 特

別
徴
収
税
額
通
知
書

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
は

個
人
情
報
漏
え
い
の
危
険

牛丸 尋幸 議員

シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と

を
考
慮
し
て
、
記
載
す
べ

き
で
な
い
と
し
て
い
る
。

市
は
、
事
業
所
に
お
け
る

安
全
管
理
措
置
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

個
人
番
号
の
保
管
管
理

体
制
等
に
つ
い
て
は
、
把

握
し
て
い
な
い
。

市
の
個
人
情
報
保
護

条
例
で
は
、「
市
は
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
通
じ
て
個
人
情

報
の
保
護
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

い
る
。
通
知
書
を
送
付
す

る
こ
と
で
、
個
人
番
号
が

漏
れ
る
危
険
が
あ
る
の
か

ど
う
か
、
事
業
所
に
お
け

る
安
全
管
理
措
置
の
状
況

を
、
把
握
す
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
事
業
所
に
対

し
、
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

書
面
で
周
知
を
し
た
。

保
に
努
め
て
い
く
。
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今
年
度
、
五
色
ヶ
原
の

森
に
３
つ
目
の
ル
ー
ト
が

整
備
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に

よ
る
入
山
者
の
増
加
を
ど

の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る

か
。今

回
の
整
備
に
よ
り
加

わ
る
魅
力
を
国
内
外
に
広

く
発
信
し
、
５
年
後
に
現

在
の
１.

５
倍
の
入
山
者
を

目
標
と
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
乗
鞍
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
の
一
部
早
期
開

通
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
新

た
な
試
み
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
観
光
客

増
加
へ
の
施
策
は
。

山
岳
観
光
の
魅
力
を
積

極
的
に
P
R
す
る
ほ
か
、

若
年
層
な
ど
行
動
力
の
あ

る
世
代
に
向
け
新
た
な
魅

力
づ
く
り
と
情
報
発
信
を

行
い
、
近
隣
自
治
体
等
と

今
後
の
除
雪
体
制
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
、
業
者
か
ら
個
別

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
課
題

を
抽
出
し
、
大
量
の
降
雪

時
の
対
応
も
考
慮
し
た
除

雪
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。

五
色
ヶ
原
の
森
と

乗
鞍
観
光
の

一
体
的
な
活
用
を

連
携
し
、
戦
略
的
な
誘
客

活
動
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
乗
鞍
と
五
色
ヶ
原
の

森
を
結
ぶ
新
た
な
ル
ー
ト

整
備
が
双
方
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

全
国
的
に
登
山
人
口
が

増
加
傾
向
と
さ
れ
る
中
、

乗
鞍
岳
周
辺
エ
リ
ア
の
活

性
化
に
大
変
効
果
的
と
考

え
る
。
今
後
新
た
な
登
山

道
整
備
の
是
非
も
含
め
、

一
体
的
な
活
用
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
等

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

沼津 光夫 議員

介
助
者
用
電
動
ア
シ
ス

ト
車
椅
子
は
補
装
具
の
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
た
め

補
装
具
対
象
と
し
て
購
入

費
助
成
す
る
考
え
は
。

特
例
補
装
具
と
し
て
受

付
し
、
岐
阜
県
更
生
相
談

所
へ
判
定
を
お
願
い
し
、
そ

の
結
果
を
受
け
て
市
が
決

定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

購
入
さ
れ
る
前
に
、
先
ず

は
ご
相
談
を
い
た
だ
き
た

い
。

現
存
の
多
目
的
ト
イ
レ

の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ズ
を
変
更

す
る
と
共
に
、
上
三
之
町

や
市
役
所
駐
車
場
に
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ベ
ッ
ド
を
整
備

す
る
考
え
と
、
ト
イ
レ
専

用
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
考

え
は
。ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ベ
ッ
ド

等
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
市
役
所
南
側

駐
車
場
、
市
内
含
め
検
討

を
す
る
。
新
し
い
ト
イ
レ
設

置
場
所
に
つ
い
て
は
検
討

を
進
め
、
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ベ
ッ
ド
対
応

の
表
示
を
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
詳
し
く
掲
載
す
る
。

市
役
所
や
市
営
駐
車

場
に
ス
ロ
ー
プ
車
や
リ
フ

ト
車
に
配
慮
し
た
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
な
い
か
。

既
存
の
駐
車
場
で
の
確

保
は
難
し
い
が
、
こ
れ
か

電
動
ア
シ
ス
ト
車
椅

子
の
購
入
費
助
成
に
つ

い
て

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ベ
ッ
ド

対
応
の
ト
イ
レ
と
マ
ッ

プ
に
つ
い
て

障
が
い
者
用
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て

五
色
ヶ
原
の
森
整
備
と

乗
鞍
観
光
の
方
向
性

除
雪
の
実
施
方
法

障
が
い
者
の
外
出

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

榎 隆司 議員

ら
整
備
す
る
駐
車
場
に
お

い
て
は
整
備
す
る
計
画
で

あ
る
。

市
長
は
2
期
目
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
「
潜
在
的

な
看
護
職
の
登
録
制
度
を

進
め
る
」
と
掲
げ
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

５
月
17
日
に
保
健
セ
ン

タ
ー
内
に
岐
阜
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
飛
驒
サ
テ
ラ
イ

ト
を
開
所
、
復
職
希
望
の

看
護
師
等
の
相
談
、
医
療

機
関
か
ら
の
求
人
相
談
に

応
じ
て
い
る
。

保
育
士
の
人
材
確
保
に

つ
い
て
は
。

県
で
は
「
岐
阜
県
保
育

士
修
学
資
金
」
と
し
て
保

育
士
を
目
指
す
方
に
無
利

子
で
１
６
０
万
円
の
貸
付

を
行
っ
て
い
る
。
指
定
保
育

士
要
請
施
設
に
在
学
し
、

原
則
県
内
に
住
民
票
が
有

る
方
が
対
象
。
卒
業
後
か

ら
１
年
以
内
に
保
育
士
登

録
し
、
一
定
期
間
継
続
し
て

勤
務
し
た
場
合
に
は
返
還

を
免
除
す
る
。

潜
在
看
護
師
の

復
職
支
援
に
つ
い
て

今井 武男 議員

運
転
免
許
証
自
主
返
納

の
取
り
組
み
は
。

自
主
返
納
さ
れ
た
方
は
、

平
成
28
年
は
２
５
８
人
、

平
成
29
年
４
月
末
現
在
で

70
人
で
あ
る
。
自
主
返
納

し
た
市
民
を
対
象
に
、
の

ら
マ
イ
カ
ー
、
ま
ち
な
み

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
に
利

用
可
能
な
専
用
回
数
券
、

１
０
０
円
券
の
24
枚
つ
づ

り
を
１
回
限
り
交
付
し

て
い
る
。
交
通
事
業
者
の

取
り
組
み
は
、
自
主
返
納

時
の
運
転
経
歴
証
明
書
の

提
示
で
幹
線
バ
ス
で
片
道

普
通
運
賃
が
半
額
、
タ
ク

シ
ー
に
お
い
て
は
、
65
歳
以

上
１
割
引
と
な
る
。

飛
驒
山
脈
に
お
け
る
火

山
対
策
は
。

将
来
的
に
は
常
時
観
測

の
焼
岳
、
御
嶽
山
、
白
山
に

お
い
て
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

を
導
入
し
、
入
山
規
制
と

安
全
対
策
を
講
じ
る
。
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総務環境
委員会

　

今
年
度
よ
り
委
員
会
構

成
が
変
わ
り
、
新
た
に
「
総

務
環
境
委
員
会
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

所
管
は
企
画
部
、
総
務

部
、
財
務
部
、
環
境
政
策

部
、
会
計
室
、
消
防
、
選
挙

管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・

公
平
委
員
会
・
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
の
所
管
に

関
す
る
こ
と
及
び
他
の
常
任

委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い

委
員
会
審
査
の
方
針

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
提
案
さ
れ
る

議
案
の
審
議
・
審
査
に
お

い
て
、
行
政
に
７
つ
の
論
点

情
報
の
開
示
を
求
め
て
い

ま
す
。

そ
の
内
容
は

①
政
策
立
案
の
背
景

②
提
案
に
至
る
ま
で
の
経

緯
③
他
の
自
治
体
の
類
似
す

る
政
策
と
の
比
較
検
討

と
そ
の
内
容

④
市
民
参
加
の
実
施
の
有

無
と
そ
の
内
容

⑤
総
合
計
画
と
の
整
合
性

⑥
財
源
措
置

⑦
将
来
に
わ
た
る
コ
ス
ト

計
算

で
す
。
こ
れ
ら
は
、
議
会
が

適
正
な
決
定
を
行
う
前
提

と
し
て
、
十
分
な
審
議
を

行
う
た
め
の
条
件
と
な
る

も
の
で
す
。

　

特
に
、
高
山
市
の
根
幹

と
な
る
政
策
に
か
か
わ
る

こ
と
が
多
い
委
員
会
で
す

の
で
、
こ
の
点
に
留
意
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
活
発
な
議
員
間

討
議
に
軸
足
を
置
き
、
市

民
皆
様
の
ご
意
見
に
も
耳

を
傾
け
、
議
事
機
関
と
し

て
の
委
員
会
の
責
任
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

　　

６
月
の
委
員
会
に
お
い

て
、
高
山
市
が
直
面
し
て
い

る
政
策
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
今
後
の
調
査
事
項
と

し
て
次
の
８
項
目
を
取
り

上
げ
る
事
と
し
ま
し
た
。

①
大
学
連
携

②
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画

③
指
定
管
理
者
制
度
の
見

直
し

④
公
契
約
条
例
の
制
定

⑤
新
ご
み
焼
却
施
設
整
備

⑥
未
利
用
地
の
活
用

⑦
ジ
オ
パ
ー
ク

⑧
地
方
創
生
、人
口
減
少

対
策

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ

い
て
市
の
現
状
を
調
査
し
、

９
月
ま
で
に
共
通
の
認
識

を
整
え
る
こ
と
と
し
、
①

を
水
門
委
員
、
③
を
北
村

委
員
、
④
を
岩
垣
委
員
、

⑤
を
渡
辺
副
委
員
長
、
⑥

を
谷
村
委
員
、
⑦
を
西
田

委
員
、
⑧
を
牛
丸
委
員
が

担
当
し
て
調
査
・
分
析
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
委
員
長
は
全
体
を
統

括
し
、
②
に
つ
い
て
は
全
員

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

そ
の
上
で
委
員
会
と
し

て
の
政
策
提
言
に
備
え
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

移
住
政
策
と
人
口
の
下

げ
止
ま
り
で
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
島
根
県
隠
岐
郡

海あ

ま士
町
で
す
。

　

我
が
国
は
高
齢
者
の
増

加
と
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
で
、
現
役
世
代
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
中
で
、
高
山
市
の

人
口
減
対
策
に
は
何
が
不

足
し
て
お
り
、
ど
の
面
で
の

強
化
策
が
必
要
な
の
か
、

委
員
会
と
し
て
現
状
を
比

較
し
海
士
町
を
視
察
調
査

す
る
方
針
で
す
。

　

視
察
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
号
の
ぎ
か
い
だ
よ
り
で

報
告
し
ま
す
。

谷村委員、牛丸委員、西田委員、水門委員、北村委員、岩垣委員
中田委員長、渡辺副委員長

政
策
課
題

人
口
減
少
対
策

隠岐島の海士町で最近起きていること
（住民票に基づく、2010年3月末→2015年年始の人口の変化）

お　き あ　ま

総人口：2010年3月31日→15年1月1日 △29人

◎0-14歳人口の増減
10年度末   244人→15年始 239人 △5人

◎15-64歳人口の増減
10年度末 1,210人→15年始

◎65歳以上の人口
10年度末   924人→15年始
↑その中の75歳以上の人口
10年度末   558人→15年始

この程度の減少ペースなら、300年後にもいなくなることはない

この程度の減少ペースなら、300年後にもいなくなることはない

↓絶対数 ↓増減

↓増減

↓増減

↓増減

↓絶対数

↓絶対数

↓絶対数

子供がもう減らなくなっている！

1,193人 △17人

917人 △7人

539人 △18人

△2％

△1％

△1％

△3％

藻谷浩介氏の講演資料より参照
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溝端委員・倉田委員・榎委員・上嶋委員
車戸委員・松山委員長・山腰副委員長・藤江委員

　

福
祉
文
教
委
員
会
の
所

管
は
、
市
民
活
動
部
、
福

祉
部
、
市
民
保
健
部
、
教

育
委
員
会
に
関
す
る
こ
と

で
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
次
の
４

点
を
政
策
課
題
と
し
て
、

重
点
的
に
調
査
研
究
を
進

め
ま
す
。

①
子
育
て
環
境

　

市
民
が
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
を
目
指
し

て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

期
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
目
指
す
取

り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
。

（
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
）

②
教
育
環
境
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
、小
中

一
貫
等
）

　

学
校
と
地
域
が
連
携
・

協
働
し
、
地
域
で
ど
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
住

民
・
保
護
者
と
共
有
し
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
育
む
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」

を
目
指
す
取
り
組
み
を
調

査
研
究
す
る
。

③
健
康
寿
命
の
延
伸

 

「
健
康
寿
命
」
は
健
康
上

の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活

で
き
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の

事
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
全
て
の
市
民
が

健
康
に
関
心
を
持
っ
て
健

康
づ
く
り
に
努
め
、
そ
の

活
動
を
社
会
で
支
え
る
取

り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
。

④
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

５
月
に
議
会
と
し
て
政

策
提
言
し
た
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
制
度
充
実
に

つ
い
て
」
を
踏
ま
え
、
各
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

長
と
の
分
野
別
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
よ

り
活
動
し
や
す
い
制
度
と

な
る
よ
う
調
査
研
究
を
進

め
る
。

　

新
火
葬
場
建
設
検
討
委

員
会
か
ら
の
答
申
を
基
本

と
し
、
委
員
会
で
の
議
論

や
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、

基
本
構
想
（
案
）
を
策
定
。

協
議
後
、
７
月
に
は
検
討

委
員
会
へ
の
報
告
や
市
民

説
明
会
を
開
催
。

【
主
な
質
疑
】

施
設
の
整
備
内
容
の
試

算
や
図
面
に
は
、
多
目
的

ホ
ー
ル
と
あ
る
。
多
目
的

機
能
の
必
要
性
は
。

従
来
の
嫌
わ
れ
る
施
設

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
す
る
た
め
、
公
共
施
設

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
建
物

（
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

場
所
・
建
物
、
近
隣
住
民

の
生
活
環
境
へ
の
配
慮
）

と
い
っ
た
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
施
設
に
親
し
み
を

持
て
る
機
能
を
設
け
た
い
。

屋
内
の
部
屋
ば
か
り
で
な

く
、
他
の
待
合
機
能
と
併

用
で
き
る
部
分
、
芝
生
広

場
、
公
園
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
事
が
考
え
ら
れ
る
。

敷
地
面
積
（
約
１
１
，

８
０
０
㎡
）
の
試
算
が
膨

大
で
は
な
い
か
。
以
前
は

５
，０
０
０
㎡
と
い
う
面
積

で
検
討
が
さ
れ
て
い
た
が
、

増
え
た
要
因
は
。

一
か
ら
必
要
な
機
能
を

積
み
上
げ
し
、
こ
れ
だ
け
の

面
積
が
あ
れ
ば
、
実
際
に
ど

の
場
所
に
も
建
設
で
き
る

と
い
う
想
定
で
あ
る
。
平
屋

建
て
の
想
定
、
駐
車
台
数
の

確
保
や
、
周
囲
の
環
境
に
配

慮
し
た
緩
衝
帯
に
よ
り
、
面

積
が
増
と
な
っ
た
。
実
際

の
場
所
を
選
定
す
る
中
で
、

敷
地
面
積
が
圧
縮
さ
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

試
算
面
積
に
満
た
な
い

場
合
、
候
補
地
に
適
さ
な

い
と
判
断
し
て
し
ま
う
の

で
は
。
候
補
地
選
定
に
ど
の

よ
う
に
向
か
う
の
か
。

延
床
面
積
及
び
敷
地
面

積
の
試
算
は
、
候
補
地
の

選
考
や
施
設
の
設
計
に
お

け
る
必
須
条
件
と
は
位
置

付
け
ず
、
土
地
の
状
況
や

周
辺
環
境
な
ど
に
応
じ
柔

軟
に
対
応
す
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

多
目
的
機
能
な
ど
に
つ

い
て
は
、
不
確
定
要
素
が

多
い
中
、
現
時
点
で
面
積

等
固
定
化
す
る
の
で
は
な

く
、
必
要
性
を
検
討
す
る

中
で
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
委
員
会
で
の
議
論
を

市
民
に
丁
寧
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

以
上
、
協
議
に
お
け
る

委
員
会
の
意
見
と
し
て
ま

と
め
伝
え
ま
し
た
。

政
策
課
題

高
山
市
火
葬
場
建
設
基

本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

6
月
16
日（
協
議
事
項
）

福祉文教
委員会

藻谷浩介氏の講演資料より参照
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産業建設
委員会

　

産
業
建
設
委
員
会
は
、

平
成
29
年
度
よ
り
、
農
政

部
、
商
工
観
光
部
、
海
外
戦

略
部
、
基
盤
整
備
部
、
水
道

部
を
所
管
と
し
、
新
た
な
体

制
で
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
本
年
度
は
特
に
以
下

の
項
目
に
つ
い
て
重
点
的
に

調
査
研
究
を
進
め
議
論
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
必
要
に
応
じ
て
記

載
以
外
の
様
々
な
課
題
に

も
対
処
す
べ
く
、
柔
軟
な
体

制
を
も
っ
て
委
員
会
運
営

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

米
の
生
産
調
整
（
減
反
）

廃
止
に
伴
う
米
価
の
下
落

対
策
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
や
、
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
取
り
組

み
強
化
等
。
ま
た
学
校
給
食

に
お
け
る
「
ま
る
ご
と
飛
騨

の
日
」
開
催
や
、
地
場
産
品

と
食
品
関
連
事
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
つ
い
て
。

　

豪
雪
に
よ
る
倒
木
被
害

の
復
旧
状
況
の
調
査
と
そ

の
進
捗
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
。
再
造
林
の
促
進

や
、
森
林
経
営
計
画
策
定

促
進
に
つ
い
て
等
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
の

連
携
に
よ
る
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
創
出
や
、
総
務
省
に

よ
る
「
お
た
め
し
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
」（
企
業
誘
致
）

の
実
施
。
国
交
省
の
「
景
観

ま
ち
づ
く
り
刷
新
支
援
事

業
」
と
各
施
策
と
の
連
携
や
、

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配

備
に
つ
い
て
。
ま
た
産
業
連

関
表
の
作
成
と
そ
の
活
用

等
。

　

観
光
施
設
の
利
用
促
進

と
、
老
朽
化
に
伴
う
計
画

的
な
維
持
修
繕
に
つ
い
て
。

特
に
乗
鞍
高
原
飛
騨
高
山

ス
キ
ー
場
を
は
じ
め
と
す

る
、
ス
キ
ー
場
施
設
の
管
理

運
営
と
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
等
。

　

迅
速
で
効
率
的
な
除
雪

方
法
の
検
討
と
、
そ
れ
に
伴

う
除
雪
計
画
の
見
直
し
。

最
優
先
除
雪
対
象
と
な
る

幹
線
道
路
の
明
確
化
や
、

受
託
範
囲
の
再
検
証
、
排

雪
、
融
雪
に
つ
い
て
も
先
進

事
例
等
を
検
証
し
研
究
に

あ
た
る
。

　

国
土
交
通
省
モ
デ
ル
地

区
採
択
の
「
景
観
ま
ち
づ
く

り
刷
新
支
援
事
業
」
の
実

施
（
平
成
29
年
度
～
31
年

度
。
高
山
駅
東
口
の
景
観
修

中筬委員・沼津委員・木本委員・橋本委員
谷澤委員・伊東副委員長・松葉委員長・今井委員

営
農
推
進
対
策
事
業

観
光
施
設
事
業

景
観
保
全
奨
励
事
業

除
雪
対
策
事
業

緑
の
保
全
事
業

中
心
市
街
地
活
性
化

事
業（
関
連
施
策
も
含
め
）

景
、
東
西
歩
行
者
軸
の
整

備
、
宮
川
河
川
軸
の
整
備
ほ

か
）
に
つ
い
て
や
、
高
山
市

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
等
。

　

併
せ
て
、
水
道
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
管
路
情
報
等
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
）
、
公
共
施
設
や

路
線
バ
ス
や
、
観
光
バ
ス
等

公
共
交
通
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
も
研
究
を
進
め
、
特

に
記
述
の
事
業
に
関
わ
る

様
々
な
専
門
分
野
の
民
間

組
織
や
団
体
と
の
分
野
別

意
見
交
換
会
に
も
力
を
入

れ
、
広
く
市
民
意
見
を
集

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
月
と
６
月
の
委
員
会

に
お
い
て
、
主
に
次
の
内
容

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、

議
論
を
深
め
ま
し
た
。

①
中
心
市
街
地
活
性
化

　
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

主
に
景
観
ま
ち
づ
く
り

刷
新
支
援
事
業
の
採
択
に

伴
う
計
画
の
変
更
が
な
さ

れ
た
。

②
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

　
オ
フ
ィ
ス
開
設

　

総
務
省
に
よ
り
都
市
部

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
誘

倒木処理の状況

致
戦
略
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
、
委
託
事
業

と
し
て
実
施
す
る
。

③
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新

　
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
モ

デ
ル
地
区
採
択
に
よ
り
、
平

成
29
年
度
～
31
年
度
に
か

け
約
31
億
円
の
事
業
費
。

野
外
広
告
物
修
景
・
撤
去

等
、
駅
前
空
間
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
５
月
委
員
会
で

は
、
国
道
41
号
宮
峠
ト
ン
ネ

ル
の
工
事
状
況
や
、
石
浦
付

近
山
林
の
倒
木
処
理
状
況

に
つ
い
て
現
地
を
視
察
し
ま

し
た
。

委
員
会
報
告
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　協働のまちづくりについて、全市での取り組みから２年が経過する中、原点に立ち戻り制度設計を見直す
ことや、発展段階に応じた支援のあり方を示すことが必要と考え、次の３点について対応を求める。

（１）まちづくりの理念を市民と共有するための条例整備について
　市民活動が活発に推進される先に、地域自主運営組織としての「まちづくり協議会」の活動が充実
するものと考えるため、広範な市民活動を規定して、新しい公共の理念をも包含する「市民活動推進
条例（仮称）」の制定が望まれる。

（２）事業化を通じた地域課題解決への取り組み強化について
　地域の暮らしを守るためのサービスの創出により、地域に雇用の場、新たな収入源、生きがいづくり
などを定着させることが、地域の自立につながると考えるため、今後のまちづくり協議会の中心的課題
として、優先的に取り組まれるべきである。
　そうした中、支所地域における支所の役割は重要であり、行政内分権の方向性を見定めた上で、支
所のあり方や権限移譲などについても見直しが必要である。

（３）人的・財政的支援の見直しについて
　協働のまちづくりの推進には、まちづくり協議会は、出来ることを少しずつ増やしていくというプロセ
スが大切であり、行政は、どういったサービスや機能を委託していけるのか洗い出しが必要である。
　また、人口減少が進む中では、まちづくり協議会という「地域自主運営組織」のみならず、ＮＰＯ等
の事業中心型運営組織の参加なくしては、その活動は持続できない。今後、その領域を広げる取り組
みと、それに応じた支援のあり方を構築すべきである。
　加えて、事業の担い手も多様化するなかでは、公
平・平等の意味を問い直し、まちづくり協議会単位を
超えての連携に柔軟に対応する制度設計が必要であ
り、要望への対応における地域一律１千万円の枠の
設定や優先順位づけについても、地域特性を考える
と見直しが必要である。

市長に政策提言書を提出
　高山市議会では、議会基本条例に基づき、常任委員会ごと

に設定した政策課題について調査・研究を行い、行政に政策

の改善や立案を求めていく政策提言を積極的に行うこととして

います。このたび、文教産業委員会において調査研究を進め

てきた「協働のまちづくり」について、全議員で開催する政策討

論会を経て、議会としての政策提言がまとまりましたので、市長

へ政策提言書を提出しました。 市長室にて提出（平成29年5月1日）

政策討論会の様子（平成29年４月27日）

政策課題  協働のまちづくり
【政策提言】 協働のまちづくりの制度充実について
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も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
内

容
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
施
設
類
型
に

よ
っ
て
温
度
差
も
感
じ
ら

れ
る
。

　

質
疑
を
踏
ま
え
、
地
域

特
性
を
配
慮
す
る
こ
と
、

市
民
の
声
を
聴
く
と
い
う

こ
と
で
、
周
知
方
法
、
ご

意
見
の
受
け
方
を
再
考
い

た
だ
く
こ
と
を
意
見
と
し

て
伝
え
、
施
設
類
型
ご
と

の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て

は
、
説
明
の
と
お
り
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

将
来
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
議
論

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会

平
成
29
年
3
月
24
日

特
別
委
員
会（
協
議
事
項
）

　

２
月
14
日
の
特
別
委
員

会
に
お
け
る
質
疑
や
提
出

さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

執
行
部
よ
り
そ
れ
ら
へ
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
主
な
意
見
と
そ
の
対
応

意
見

　

財
政
面
と
の
関
連
性
や

現
状
の
課
題
を
し
っ
か
り

捉
え
た
上
で
、
市
民
に
も

わ
か
り
や
す
い
形
で
作
成

す
る
こ
と
。

対
応

　

市
全
体
の
財
政
フ
レ
ー

ム
と
の
整
合
を
図
る
と
と

も
に
、
計
画
の
表
記
に
あ

た
っ
て
は
、
文
章
や
用
語

な
ど
、
市
民
に
よ
り
分
か

り
や
す
い
点
を
意
識
し
て

作
成
す
る
。

意
見

委
員
会
の
意
見

　

イ
ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い

て
は
、
建
物
と
は
公
共
施

設
の
捉
え
方
が
同
様
で
な

い
こ
と
を
意
識
し
て
検
討

す
る
こ
と
。

対
応

　

施
設
の
性
格
上
、
管
理
・

運
営
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
も
異
な
る
と
認
識
し

て
お
り
、
そ
の
点
を
意
識

し
て
策
定
に
取
り
組
む
。

意
見

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
の
中
で
、
土
地
利

用
の
部
分
は
高
山
市
の
特

徴
を
考
慮
し
検
討
す
る
こ

と
。

対
応

　

都
市
基
本
計
画
に
お
け

る
周
辺
市
街
地
の
内
容
に

基
づ
き
、
表
現
を
修
正
す

る
。

意
見

　

市
全
体
の
施
設
の
量
な

ど
大
き
な
目
標
の
中
か
ら
、

施
設
類
型
ご
と
の
方
針
に

つ
な
げ
る
こ
と
。

対
応

　

施
設
類
型
ご
と
の
基
本

的
な
方
針
を
踏
ま
え
、
公

共
施
設
全
体
の
視
点
と
個

別
施
設
の
視
点
と
の
調
整

を
行
い
な
が
ら
、
数
値
目

標
は
、
実
施
計
画
に
お
い

て
設
定
す
る
。

意
見

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

を
基
準
に
検
討
す
る
こ

と
。

対
応

　

第
八
次
総
合
計
画
に
加

え
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
も
長
期
的
視
点
に
立
っ

て
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
表
現
を
訂
正
す
る
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
お
い
て
管
理
す
る

施
設
は
、
７
７
７
施
設
と

イ
ン
フ
ラ
施
設
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
、
施
設
類

型
ご
と
に
、
大
分
類
（
15
）

と
小
分
類
（
46
）
に
区
分

し
、
小
分
類
ご
と
に
、
施

設
に
対
す
る
考
え
方
（
施

設
の
目
的
や
、
市
の
現
状

を
踏
ま
え
て
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
）
、
配
置
の

考
え
方
（
身
近
な
場
所
に

配
置
す
る
施
設
又
は
市
全

体
の
中
で
適
正
に
配
置
す

る
施
設
）
、
基
本
的
な
方
針

（
公
共
施
設
の
管
理
・
運

営
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
方
）
を
表
記
し
ま
す
。

　

先
に
協
議
の
あ
っ
た
基

本
方
針
と
、
施
設
類
型
ご

と
の
管
理
・
運
営
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
と
併
せ
、

こ
の
後
作
成
さ
れ
る
実
施

計
画
を
作
成
す
る
際
の
基

本
方
針
と
な
り
ま
す
。

道
路
・
水
路
や
市
道
・

農
道
・
林
道
、
公
園
や
公

衆
ト
イ
レ
な
ど
類
型
別
で

し
っ
か
り
表
現
で
き
る
か
。

利
用
者
が
便
宜
を
図
ら

れ
る
よ
う
な
検
討
が
必
要

で
あ
り
、
ど
う
反
映
さ
せ

る
か
に
つ
い
て
は
時
間
を

頂
き
た
い
。

市
民
意
見
の
集
約
は
。

議
会
と
の
協
議
結
果
を

受
け
て
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
基
本
的
な

考
え
方
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
民
か
ら
の
意

見
を
集
約
す
る
。

こ
の
計
画
の
対
象
と
な

ら
な
い
普
通
財
産
に
つ
い

て
は
。計

画
を
煮
詰
め
て
い
く

段
階
で
は
、
普
通
財
産
を

ど
う
使
う
か
と
い
う
視
点

も
示
す
必
要
が
あ
る
。

◆
委
員
か
ら
の
意
見

　

縦
割
り
で
は
な
く
し
て

類
型
を
ま
た
ぐ
管
理
の
あ

り
方
を
意
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
総
論
賛
成
各
論

反
対
の
風
潮
も
あ
り
、
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
は

主
な
質
疑
と
答
弁

施
設
類
型
ご
と
の
管
理
・

運
営
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
と
は
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平
成
29
年
6
月
13
日

特
別
委
員
会（
協
議
事
項
）

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
関
す
る
特
別

委
員
会
の
廃
止

特別委員会の様子

　

特
別
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
２
回
に
わ
た
り
、

公
共
施
設
等
の
総
合
的
か

つ
、
計
画
的
な
管
理
・
運

営
に
つ
い
て
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
も

含
め
、
基
本
方
針
の
協
議

が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
委
員
会
で

は
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
基
本
方
針
と
実
施
計

画
に
対
す
る
議
会
と
し
て

の
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

３
月
に
開
催
し
た
特
別

委
員
会
後
に
行
っ
た
、
基

本
方
針
に
対
す
る
市
民
か

ら
の
意
見
募
集
、
各
地
域

（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

総
会
等
）
で
の
説
明
及
び

行
政
改
革
推
進
委
員
会

か
ら
の
意
見
へ
の
対
応
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

◆
主
な
意
見
と
そ
の
対
応

意
見

　

合
併
に
よ
る
公
共
施
設

の
数
が
他
都
市
と
比
べ
て

も
数
倍
多
い
こ
と
、
公
共

施
設
等
の
維
持
管
理
費
や

将
来
更
新
費
用
が
多
額
と

な
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ

と
。

対
応

　

現
状
や
課
題
に
関
す
る

基
本
認
識
の
３
項
目
の
中

で
取
り
上
げ
、
市
の
認
識

と
し
て
明
記
し
て
い
る
。

意
見

　

公
共
施
設
全
体
の
30
年

後
を
描
く
前
に
、
火
葬
場

や
ご
み
処
理
場
な
ど
目
の

前
の
事
を
進
め
る
こ
と
が

先
で
は
な
い
か
。

対
応

　

個
別
施
設
の
議
論
も
進

め
な
が
ら
、
公
共
施
設
全

体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
と
議
論
を
進
め

る
。

意
見

　

ま
ち
協
エ
リ
ア
内
の
施

設
だ
け
で
な
く
、
ビ
ッ
グ

ア
リ
ー
ナ
や
文
化
会
館
な

ど
、
市
全
体
の
こ
と
も
考

え
る
べ
き
で
は
。

対
応

　

実
施
計
画
の
策
定
に
お

け
る
市
民
の
意
向
把
握
の

中
で
、
市
全
体
の
公
共
施

設
の
現
状
や
今
後
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
ご
意
見
へ
の

　

対
応

　

個
々
の
施
設
等
の
考
え

に
つ
い
て
は
、
実
施
計
画

を
策
定
す
る
中
で
検
討

す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
う

い
っ
た
視
点
も
参
考
す
る

と
い
っ
た
対
応
で
し
た
。

　

２
回
に
わ
た
る
特
別
委

員
会
で
の
協
議
及
び
市
民

か
ら
の
意
見
募
集
等
、
ま

た
、
数
十
回
の
執
行
部
側

の
本
部
会
議
等
を
経
て
、

計
画
の
基
本
方
針
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

長
寿
命
化
計
画
が
必
要

な
施
設
と
必
要
な
い
施
設

を
ど
こ
で
判
断
す
る
の
か
。

長
寿
命
化
計
画
は
、
基

本
的
に
ど
の
施
設
に
お
い

て
も
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。

実
施
計
画
の
短
期
、
中

期
、
長
期
は
ど
れ
く
ら
い

の
目
安
な
の
か
。

短
期
は
、
第
八
次
総
合

計
画
の
終
了
す
る
平
成
36

年
、
中
期
は
、
そ
こ
か
ら

10
年
近
く
、
長
期
は
、
基

本
方
針
策
定
か
ら
約
30
年

を
ス
パ
ン
と
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
行
政
財

産
の
み
と
し
て
い
る
が
、

普
通
財
産
に
も
土
地
・
建

物
・
イ
ン
フ
ラ
も
あ
る
が
、

普
通
財
産
の
売
却
も
含
め

て
組
み
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

今
回
の
計
画
は
公
共

施
設
（
行
政
財
産
）
と
い

う
こ
と
で
計
画
を
作
成
し

た
の
で
理
解
い
た
だ
き
た

い
。火

葬
場
、
ご
み
処
理

施
設
、
卸
売
市
場
な
ど
の

著
大
事
業
に
お
け
る
、
基

本
的
な
方
針
の
表
現
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

に
関
す
る
構
想
、
計
画
に

沿
っ
た
形
の
表
現
と
し
て

は
。現

在
、
議
論
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
施
設
に
つ
い
て

は
、
そ
の
状
況
も
踏
ま
え

機
能
と
し
て
は
載
せ
な
い

こ
と
と
し
て
い
る
。

計
画
の
策
定
に
お
け
る

市
民
の
意
向
把
握
の
具
体

的
な
方
法
は
。

平
成
29
年
度
は
、
各
地

域
に
お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
て
い
る
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
考
え
、
思

い
を
お
聞
き
し
た
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

の
周
知
方
法
は
。

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ

す
る
ほ
か
、
意
見
募
集
の

際
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
に
つ
い
て
事
前
の
周

知
を
行
っ
て
い
る
。

基
本
方
針
に
対
す
る

市
民
等
か
ら
の
意
見

基
本
方
針
の
策
定

委
員
会
の
意
見

主
な
質
疑
と
答
弁

　

高
山
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
特
別
委
員
会

に
お
け
る
各
委
員
か
ら
に

お
け
る
意
見
及
び
質
疑
を

踏
ま
え
、
十
分
留
意
し
て

対
応
さ
れ
る
こ
と
を
委
員

会
の
意
見
と
し
て
行
政
に

伝
え
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
平
成
28
年

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
関
す
る
調
査
・
研

究
及
び
審
査
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
３
回
の
特
別

委
員
会
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
平
成
29
年
６
月
13
日

に
開
催
し
た
委
員
会
に

お
い
て
、
委
員
会
の
任
務

が
概
ね
完
了
し
た
も
の
と

判
断
し
、
６
月
21
日
、
６

月
定
例
会
最
終
日
に
お
い

て
、
当
委
員
会
を
廃
止
し

ま
し
た
。
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高
山
市
議
会
は
、
議
会

基
本
条
例
制
定
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
、
第
２
ス

テ
ー
ジ
を
考
ま
す
。
あ
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
議
会

は
誰
で
も
参
加
で
き
、
意

見
の
言
え
る
広
場
で
あ
る

こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
議
会
改
革
の
最
後

は
、
誰
も
が
無
理
な
く
議

員
に
な
れ
る
仕
組
み
の
実

現
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
論
調
も

捉
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
改
革
の
論
点
６
項
目

（
①
議
員
の
身
分
・
待
遇

②
議
員
の
政
治
倫
理
③
議

会
活
動
の
評
価
④
議
会
と

市
民
の
関
係
⑤
議
会
活
動

⑥
議
会
体
制
整
備
等
）
に

つ
い
て
、
今
後
の
更
な
る

進
化
に
取
り
組
む
必
要
性

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は

特
に
、
論
点
①
の
「
議
員

の
身
分
・
待
遇
」
へ
の
課

題
解
決
の
方
向
性
の
議
論

を
深
め
、
任
期
中
に
は
一

定
の
結
論
を
出
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
論
点

で
は
、
１
議
員
定
数
、
２

議
員
報
酬
、
３
政
務
活
動

費
の
あ
り
方
、
４
諸
手
当

の
あ
り
方
の
視
点
か
ら
議

論
を
重
ね
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
あ
る
研
究
者

は
、
「
議
会
と
議
員
は
公

と
民
の
境
界
を
調
整
し
、

共
助
を
作
り
出
す
。
行
政

が
ル
ー
ル
の
運
用
が
誤
っ

て
い
れ
ば
解
釈
を
正
す
。

制
度
が
ず
れ
て
い
れ
ば

改
正
す
る
。
住
民
の
声
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
ま
で

感
じ
取
る
感
性
を
磨
き

様
々
な
地
域
を
無
理
な

く
歩
い
て
そ
の
状
況
を
つ

ぶ
さ
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
範
囲
を
考
え
、
制

度
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い
も

の
、
制
度
の
境
界
に
あ
る

も
の
は
行
政
で
扱
え
な

い
。
そ
れ
を
感
じ
、
見
取

る
こ
と
に
議
員
の
役
割
が

あ
る
。
議
員
定
数
は
単
純

な
人
口
数
に
比
例
さ
せ
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
。

　

問
題
を
抱
え
た
と
き
に

公
の
手
に
よ
っ
て
解
決
さ

れ
る
可
能
性
が
平
等
に
な

る
よ
う
に
す
べ
き
も
の
で

あ
る
」
と
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
、
市
と
し
て
日

本
一
広
い
面
積
を
有
し
、

点
在
す
る
各
地
域
が
持
続

的
な
発
展
を
可
能
と
す
る

こ
と
を
前
進
的
に
考
え
る

時
に
、
ど
う
あ
れ
ば
よ
い

か
に
配
慮
し
つ
つ
、
留
意

点
と
し
て
、
議
会
の
三
つ

の
常
任
委
員
会
に
よ
る
人

員
構
成
や
面
積
要
件
の
加

味
（
多
様
性
の
重
視—

市

街
地
・
支
所
地
域
）
と
多

様
な
住
民
意
見
の
集
約
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
人
口
動
態
に
も
留
意

し
つ
つ
、
常
に
、「
新
た
な

議
会
を
創
り
出
す
」
条
件

と
し
て
、
こ
の
論
点
で
の

具
体
的
な
方
向
性
の
醸
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

議
会
改
革
で
今
年
度
に

解
決
す
る
論
点
は

　

高
山
市
議
会
に
お
け
る

政
務
活
動
費
は
従
来
よ
り

「
後
払
い
方
式
」
と
す
る

こ
と
で
適
正
か
つ
透
明
に

運
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

政
務
活
動
費
交
付
に
関

す
る
条
例
は
平
成
29
年
３

月
27
日
に
改
正
さ
れ
、
特

に
領
収
書
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
表
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

政
務
活
動
費
の
適
正
支
出

事
務
を
図
る
た
め
、「
政
務

活
動
費
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
、
更
な
る
内
容
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
交

付
申
請
か
ら
収
支
報
告
ま

で
の
流
れ
を
示
し
て
い
ま

す
。

項目 内容（参考例）

調査研究費 会派等が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費（調査委
託料等）

研 修 費
会派等が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
（講師謝礼、会場費、機材借上料、資料代、会費、交通費、宿泊費（食事代を除く）、自動車借上
料、駐車料金、高速料金、入館料等）

資料作成費 会派等が行う市政に関する調査研究に必要な資料の作成に要する経費
（資料の印刷製本代（機関紙等の発行を除く）等）

資料購入費 会派等が行う市政に関する調査研究に必要な図書、資料等の購入に要する経費

項目別の政務活動費運用指針

※上記のほか、各項目において会派等で使用する調査研究のために必要な消耗品代、通信費、使用料、備品代を参考例に含むものとする。

・条例第4条別表の経費の使途基準は、次の事項を参考例として運用する。

特集①
改
革
の
論
点
は

②
政
務
活
動
費
の
事
務

　

的
な
新
し
い
運
用
は
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特　　集

政務活動費の交付申請から収支報告までの流れ

政務活動費に関するホームページ公開

収支状況報告書及び領収書の写し 視察・研修報告書

高山市議会政務活動費の交付に関する条例及び
規則の改正により、平成29年度の政務活動費に関
する収支状況報告書（交付の都度）及び交付の対
象となった領収書の写しを公開しています。

議会では、会派の実施した行政視察について、市
ホームページで公開しています。平成29年度から
は、行政視察に加え、研修受講も、研修報告書とし
てホームページで公開することとなりました。

議　　　　長

視察及び研修報告書等の公表
（市ホームページ）

収支報告書等（領収書の写し含む）
公表（閲覧・市ホームページ）

①政務活動費交付申請
　（実施の都度）
③収支状況報告・研修報告
　（交付の都度1か月以内に提出）

②政務活動費交付

市　　　　長

市　　　　民

政　務　活　動

会派等（会派に属さない議員を含む）

（議長経由）

④公表

先進地区視察の様子

※収支状況報告及び領収書の写しは、交付後1か月
以内にホームページに掲載します。

※視察報告書及び研修報告書は、実施後1か月を目
途にホームページに掲載します。

市ホームページ（行政情報）

視察報告書

政務活動費

市議会の公開市議会
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お知らせ
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平成２９年 高山市議会 9月定例会日程
開会日 曜日 会 議 内 容 場　所

1 金 午前９時３０分　
本会議（提案説明、質疑、付託） 議　場

6 水 午前１０時	 一般質問通告締切

7 木 午前９時３０分	
常任委員会（議案の付託された委員会） 各委員会室

13 水 午前９時３０分	 本会議（一般質問） 議　場

14 木 午前９時３０分	 本会議（一般質問） 議　場

15 金
午前９時３０分	 本会議（一般質問） 議　場

本会議終了後	 議会運営委員会 全員協議会室

20 水 午前９時３０分	 総務環境委員会 全員協議会室

21 木 午前９時３０分	 福祉文教委員会 全員協議会室

22 金 午前９時３０分	 産業建設委員会 全員協議会室

25 月 午前９時３０分	 予算決算特別委員会 全員協議会室

26 火 午前９時３０分	 予算決算特別委員会 全員協議会室

27 水 午前９時３０分	 予算決算特別委員会 全員協議会室

28 木 午前９時３０分	 本会議 議　場

※日程は、変更する場合があります。

　高山市議会では、「高山市議会フェイスブックページ」を開設しています。
　議会活動の情報発信に努めていますので、皆様の「いいね」をお待ちし
ています。

高山市議会フェイスブック ページアドレス
https://www.facebook.com/takayamashigikai

編 集 後 記
　

市
の
持
続
的
な
発
展
を
可
能
と
す
る
市
民
協

働
と
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
標
榜
し
て
の
こ
の

時
代
。
行
政
機
関
・
執
行
部
は
心
の
中
で
「
理
想

の
議
会
」
を
想
定
し
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
政
策

立
案
を
し
て
説
明
責
任
に
お
い
て
議
会
・
議
員
と

の
審
議
が
重
ね
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
姿
勢
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
６
月
定
例
会

で
し
た
。

　

議
会
側
に
と
っ
て
は
、
否
決
・
修
正
す
る
ほ
ど

で
も
な
い
が
全
面
賛
成
で
も
な
い
議
案
や
事
業

が
あ
る
。
そ
こ
で
、「
意
見
」
を
つ
け
る
の
で
す
。

「
附
帯
意
見
」
や
「
要
望
的
意
見
」
が
そ
れ
で

す
。
そ
れ
が
そ
の
後
に
ど
う
政
策
に
反
映
さ
れ
た

の
か
、
そ
の
後
の
定
例
会
・
委
員
会
等
で
吟
味
し

ま
す
。
こ
う
し
た
政
策
サ
イ
ク
ル
が
「
議
会
力
」

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
行
政
機
関

と
議
事
機
関
の
「
バ
ラ
ン
ス
あ
る

緊
張
感
が
大
事
」
で
あ
り
、
そ
の

姿
勢
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
新
た
な
委
員
構
成
で

　

ス
タ
ー
ト

　

議
会
改
革
を
進
め
る
中
で
広

報
広
聴
委
員
会
の
果
た
す
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
広
報

広
聴
委
員
を
各
会
派
に
割
り
振

る
形
で
委
員
会
を
構
成
し
て
き

広報広聴委員会

広
報
広
聴
委
員
会

の
活
動
方
針

伊東委員・山腰委員・渡辺委員・榎委員
車戸委員・谷村副委員長・中筬委員長・木本委員

ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
議

長
室
・
各
常
任
委
員
会
・
議

会
運
営
委
員
会
か
ら
委
員
を

選
出
し
て
も
ら
い
、
議
会
全

体
を
俯ふ

か
ん瞰
し
、
よ
り
広
報
広

聴
機
能
を
充
実
強
化
す
る
形

へ
と
転
換
し
ま
し
た
。

◆
市
民
意
見
交
換
会
の

　

検
証

　

こ
れ
ま
で
の
市
民
意
見
交

換
会
を
検
証
す
る
な
か
で
、

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
行
政
へ
の

政
策
提
言
に
結
び
つ
け
て
い

く
政
策
課
題
抽
出
の
場
と
し

て
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
に
テ
ー
マ
性
の
あ
る
分

野
別
市
民
意
見
交
換
会
の
重

視
の
ほ
か
、
時
期
を
問
わ
な
い

通
年
の
開
催
、
リ
ク
エ
ス
ト
方

式
の
導
入
、
参
加
者
を
女
性

に
限
定
し
て
の
開
催
な
ど
、

議
論
を
深
め
一
定
の
方
向
性

を
打
ち
出
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。


